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特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の

第
一
回
の
総
会
が
、
さ
る
五
月
一
五
日
（
日
）
午
後
二
時

か
ら
、
大
阪
市
東
成
区
の
さ
ん
く
す
ホ
ー
ル
で
お
こ
な

わ
れ
た
。
当
日
は
会
員
、
賛
助
者
あ
わ
せ
て
六
二
人
の

方
々
が
参
加
し
た
。

　
総
会
で
は
、
二
〇
〇
四
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
お
よ
び
二
〇
〇
五
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
収
支
予

算
書
案
が
そ
れ
ぞ
れ
討
議
、
承
認
さ
れ
た
。

　
発
足
一
年
目
の
二
〇
〇
四
年
は
、
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
の
母
体
と
な
っ
た
民
族
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、

ワ
ン
コ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
、
在
日
韓

国
民
主
人
権
協
議
会
が
こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た
事

業
を
安
定
的
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
の
社
会
的
認
知
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
き

な
課
題
で
あ
っ
た
が
、
全
般
を
通
じ
て
ほ
ぼ
当
初
計
画

し
て
い
た
事
業
を
進
め
な
が
ら
成
果
を
残
す
と
と
も
に
、

今
後
の
事
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
担
保
を
残
す
こ
と
が

で
き
た
。

　
以
下
で
は
特
に
、
重
点
的
に
進
め
て
い
る
、
①
在
日
コ

リ
ア
ン
の
民
族
教
育
権
の
確
立
に
む
け
た
事
業
事
業
、

②
多
民
族
・
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
と
在
日
コ
リ
ア

ン
の
豊
か
な
社
会
基
盤
創
造
に
む
け
た
事
業
、
③
東
北

ア
ジ
ア
コ
リ
ア
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
南
北
コ
リ
ア
・

日
本
の
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
交
流
・
協
力
事
業
、
の
三
つ
の
事

業
に
わ
け
て
二
〇
〇
四
年
度
事
業
の
と
り
く
み
を
振
り

返
っ
て
み
る
。

子
ど
も
た
ち
の
民
族
教
育
権
確
立
の
た
め
に

　
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
民
族
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
の
事
業
を
引
継
な
が
ら
、
大
阪
に
お
け
る
公
立
学

校
の
民
族
教
育
の
推
進
に
実
質
的
に
責
任
を
担
っ
て
お

り
、
そ
の
位
置
と
役
割
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
四
年
度
大
阪
府
下
の
民
族
学
級
設
置
校
は
約

一
六
〇
校
、
対
象
生
徒
・
児
童
数
は
約
二
八
〇
〇
名
に

上
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
度
に
は
大
阪
市
内
で
民
族

学
級
設
置
校
が
一
〇
〇
校
を
超
え
て
お
り
、
実
際
に
現

場
を
担
っ
て
い
る
民
族
講
師
の
大
部
分
が
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
積
極
的
に
参
加
し
、
民
族
教
育
権
の
確

立
の
た
め
に
努
力
し
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
民
族
教
育

の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
大
阪

コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
設
立
一
周
年
を
迎
え
て

コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
設
立
一
周
年
を
迎
え
て

コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
設
立
一
周
年
を
迎
え
て

コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
設
立
一
周
年
を
迎
え
て

コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
設
立
一
周
年
を
迎
え
て

コリアＮＧＯセンター設立一周年を迎えて

（
特
活
）
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長

カ
ク
カ
ク
カ
ク
カ
ク
カ
ク

チ
ヌ
ン

チ
ヌ
ン

チ
ヌ
ン

チ
ヌ
ン

チ
ヌ
ン

郭
　
辰
　
雄

郭
　
辰
　
雄

郭
　
辰
　
雄

郭
　
辰
　
雄

郭
　
辰
　
雄
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府
教
育
委
員
会
、
大
阪
市
教
育
委
員
会
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
提
起
、
政
策
提
言
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　
二
〇
〇
五
年
二
月
に
は
民
族
講
師
、
保
護
者
な
ど
一

〇
〇
名
を
超
え
る
人
た
ち
が
参
加
す
る
な
か
、
大
阪
市

教
育
委
員
会
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
と
交
渉
を
お
こ
な

い
、
守
口
市
、
堺
市
で
の
民
族
学
級
新
設
が
実
現
し
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
成
果
は
交
渉
の
み
な
ら
ず
、
日
常

的
に
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
民
族
学
級
の
現
場
把

握
に
つ
と
め
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り

よ
い
民
族
教
育
を
提
供
す
る
た
め
に
、
日
常
的
に
教
育

委
員
会
と
の
綿
密
な
論
議
、
調
整
を
お
こ
な
っ
て
き
た

こ
と
が
土
台
と
し
て
あ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
一
定
の

影
響
力
を
発
揮
し
得
た
と
い
え
る
。

　
同
時
に
日
本
社
会
で
強
ま
る
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
バ
ッ
シ
ン
グ
」
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
大
阪
府

下
で
も
在
日
コ
リ
ア
ン
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
差
別

発
言
、
落
書
き
な
ど
の
差
別
事
象
は
、
増
加
す
る
傾
向
に

あ
る
。
こ
う
し
た
差
別
事
象
は
コ
リ
ア
ン
の
子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
人
権
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
加
害
者
の

子
ど
も
た
ち
が
感
じ
て
い
る
朝
鮮
半
島
お
よ
び
コ
リ
ア

ン
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
意
識
を
是
正
し
、
多
民
族
・
多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
対
処

が
求
め
ら
れ
る
課
題
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
大
阪
市
、
大
阪
府
と
の
交
渉
の

場
で
も
学
校
で
の
差
別
事
象
の
実
態
把
握
と
差
別
事
象

根
絶
の
た
め
の
努
力
を
重
ね
て
求
め
て
き
た
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
同
胞
の
子
ど
も
た
ち
に
民
族
教
育

権
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
公
立
学

校
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
学
校
に
対
す
る
差
別
是
正
と
公

的
助
成
の
拡
大
を
求
め
る
要
望
を
大
阪
府
・
大
阪
市
に

お
こ
な
っ
て
き
た
。

　
一
方
で
、
民
族
教
育
を
め
ぐ
る
状
況
は
世
代
交
代
と

在
日
コ
リ
ア
ン
社
会
の
国
籍
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
多
様

化
に
よ
っ
て
、
民
族
教
育
の
推
進
方
法
に
さ
ら
な
る
試

行
錯
誤
を
求
め
て
い
る
。
す
で
に
在
日
コ
リ
ア
ン
の
最

多
住
地
域
で
あ
る
大
阪
市
生
野
区
を
除
い
て
は
、
民
族

学
級
入
級
児
童
生
徒
の
過
半
数
以
上
が
日
本
国
籍
児
童

生
徒
お
よ
び
ダ
ブ
ル
（
国
際
結
婚
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

子
ど
も
）
で
あ
り
、
旧
来
の
民
族
教
育
の
中
心
課
題
で

あ
っ
た
「
本
名
指
導
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
普
遍
性
と
意

義
を
現
状
に
あ
っ
た
形
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
民
族
教
育
が
「
国
籍
」
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
普
遍
的
な
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
権
利
の
回
復
と
行
使
と
い
う
観
点
か
ら
民
族
教

育
の
あ
り
方
の
再
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
う
し
た
問
題
意

識
を
持
っ
て
、「
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足

さ
せ
、
民
族
教
育
推
進
の
今
後
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

論
議
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ
し
て
民
族
講
師
の
役
割

の
再
定
立
に
つ
い
て
論
議
を
深
め
な
が
ら
、
民
族
講
師

が
民
族
学
級
の
み
を
担
う
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
固
定
的

な
考
え
方
か
ら
、
民
族
学
級
の
指
導
を
中
心
に
据
え
な

が
ら
も
、
学
校
教
育
に
お
け
る
在
日
外
国
人
教
育
推
進

の
全
般
に
つ
い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
役
割
と
発
展

的
に
捉
え
、
多
様
化
す
る
民
族
教
育
の
現
場
に
能
動
的

に
対
応
し
、
学
校
教
育
の
多
民
族
・
多
文
化
化
を
促
進
す

る
役
割
へ
と
発
展
さ
せ
る
必
要
性
に
対
す
る
認
識
を
深

め
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
て
、
大

阪
の
み
な
ら
ず
少
数
在
籍
地
域
で
民
族
教
育
の
推
進
の

た
め
の
努
力
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
機
関
と
連

携
を
強
め
な
が
ら
よ
り
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
五
月
に
は
開
催
し
た
「
ア
ン
ニ
ョ
ン
！

オ
リ
ニ
文
化
マ
ダ
ン
〜
ユ
ガ
ン
ス
ン
」
を
開
催
し
、
ま
た

コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
ハ
ン
ギ
ル
で
は
民
族
教
育
を

充
実
さ
せ
る
た
め
の
教
材
・
教
具
を
各
学
校
を
中
心
に

提
供
・
販
売
し
た
。

コリアＮＧＯセンター設立一周年を迎えて
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多
民
族
・
多
文
化
共
生
社
会
実
現
の
た
め
に

　
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
独
自
の
人
権
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
生
野
区
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
を
舞
台
に

修
学
旅
行
生
、
近
隣
学
校
の
総
合
学
習
の
授
業
の
一
環

と
し
て
、
ま
た
地
域
の
人
権
推
進
協
議
会
な
ど
さ
ま
ざ

な
ま
層
を
対
象
と
し
て
、
人
権
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運

営
し
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
生
野
区
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
を
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
し
な
が
ら
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
歴
史
、
在

日
コ
リ
ア
ン
の
現
状
、
多
民
族
・
多
文
化
共
生
社
会
に
む

け
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
研
修
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
希
望
者
に
は
キ
ム
チ
づ
く
り
体
験
、
ハ
ン
グ
ル
入
門

講
座
、
チ
ャ
ン
ゴ
体
験
な
ど
の
異
文
化
体
験
を
お
こ
な

う
も
の
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
四
年
度
に
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
一
六
〇
団

体
、
八
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
人
々
が
参
加
し
、
研
修
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
設
立

以
前
に
母
体
と
な
っ
た
団
体
が
実
施
し
て
い
た
同
種
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
た
団
体
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と

し
て
参
加
し
て
い
る
割
合
も
高
い
。

　
そ
れ
以
外
に
も
行
政
や
教
育
機
関
な
ど
の
招
請
に
よ

る
講
演
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
七
四
回
実
施
し
て
お
り
、
受

益
者
総
数
は
九
〇
〇
〇
人
を
超
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
昨
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る
と

き
、
学
校
現
場
の
み
な
ら
ず
、
広
い
意
味
で
の
多
民
族
・

多
文
化
共
生
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
社
会

教
育
機
関
と
し
て
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
評
価
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
ハ
ン
グ
ル

講
座
も
、
二
〇
〇
四
年
度
で
約
三
〇
名
が
受
講
し
て
お

り
、
受
講
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
多
民
族
・
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
法
・

制
度
の
改
善
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
四

年
度
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
第
四
七
回
人
権
擁
護
大
会

で
、
は
じ
め
て
外
国
人
の
人
権
問
題
が
第
一
分
科
会
で

と
り
あ
げ
ら
た
。
そ
の
分
科
会
に
お
い
て
「
外
国
人
・
民

族
的
少
数
者
の
人
権
基
本
法
要
綱
試
案
」
が
発
表
さ
れ

る
と
い
う
状
況
を
受
け
て
、
六
月
に
は
日
弁
連
に
よ
る

民
族
教
育
機
関
公
式
視
察
受
け
入
れ
、
九
月
に
は
、
コ
リ

ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
約
一
五
〇

名
が
参
加
し
て
「
多
民
族
・
多
文
化
の
共
生
す
る
社
会
を

め
ざ
し
て
〜
外
国
人
の
人
権
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る

大
阪
集
会
」
を
開
催
る
な
ど
、
在
日
コ
リ
ア
ン
団
体
と
し

て
積
極
的
に
世
論
喚
起
に
む
け
た
と
り
く
み
を
進
め
て

き
た
。

　
一
方
、
具
体
的
な
人
権
救
済
事
案
と
し
て
、
退
去
強
制

命
令
を
受
け
た
大
阪
市
立
加
北
小
学
校
在
学
中
の
李
悠

紀
さ
ん
家
族
の
退
去
強
制
命
令
取
り
消
し
と
在
留
特
別

許
可
を
求
め
て
、「
李
悠
紀
さ
ん
家
族
の
生
活
と
裁
判
を

支
援
す
る
会
」
に
積
極
的
に
参
加
し
、
支
援
し
て
い
っ

た
。（
詳
細
は
別
掲
載
）

　
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
に
は
、
生
野
区
コ
リ
ア
タ
ウ
ン

で
地
域
の
人
々
と
協
力
し
て
「
コ
リ
ア
ウ
ィ
ー
ク
〜
時

空
を
超
え
て
」
を
実
施
、
一
週
間
に
わ
た
っ
て
映
画
上

映
、
ト
ー
ク
、
ラ
イ
ブ
、
料
理
教
室
、
後
援
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
と
り
く
み
を
実
施
し
、
多
く
の
人
た
ち
に
「
コ
リ

ア
」
を
再
発
見
し
、
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
と
い
う
地
域
の
知
名

度
向
上
に
も
寄
与
で
き
た
。
ま
た
そ
の
過
程
で
地
域
の

商
店
と
の
協
働
関
係
が
深
ま
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
寄
与
で
き
た
と
同
時
に
、
コ
リ
ア

Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
地
域
で
の
事
業
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

東
北
ア
ジ
ア
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
、
発
足
か
ら
「
東
ア
ジ
ア

共
同
体
」
を
掲
げ
、
東
北
ア
ジ
ア
コ
リ
ア
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
お
け
る
交
流
・
協
力
と
南
北
コ
リ
ア
と
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
交
流
を
進
め
て
き
た
。

　
東
北
ア
ジ
ア
コ
リ
ア
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
に

向
け
た
事
業
と
し
て
は
、
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

の
李
光
奎
・
在
外
同
胞
財
団
理
事
長
の
来
賓
参
加
や
八

月
の
第
一
回
東
北
ア
ジ
ア
青
年
知
識
人
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

延
辺
東
北
ア
ジ
ア
緑
色
経
済
文
化
発
展
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ

の
参
加
、
一
〇
月
の
東
北
ア
ジ
ア
コ
リ
ア
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
国
際
会
議
開
催
、
ワ
ン
コ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
へ
の
訪
問
団
参
加
な
ど
、
二
〇
〇
四
年
度
を
通
じ
て

最
も
交
流
の
活
性
化
し
た
部
分
で
あ
る
。
ま
た
単
に
交

流
事
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
、
韓
国
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
民
族
教
育
事
業
へ

の
支
援
と
し
て
ハ
ン
グ
ル
教
材
が
提
供
さ
れ
る
な
ど
、

具
体
的
な
協
力
関
係
へ
と
発
展
し
て
い
る
。

　
ま
た
Ｋ
Ｉ
Ｎ
（
地
球
村
同
法
青
年
連
帯
）
主
催
の
在
外

同
胞
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
者
会
議
へ
の
参
加
、
韓
国
平
和
問
題

コリアＮＧＯセンター設立一周年を迎えて
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研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
、
朴
キ
ョ
ン
ソ

韓
国
人
権
大
使
と
の
懇
談
な
ど
、
一
年
を
通
じ
て
一
一

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や
韓
国
政

府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
と
の
懇
談
を
通
じ
て
韓
国
政
府
の

在
日
同
胞
政
策
に
対
す
る
積
極
的
な
発
言
を
お
こ
な
う

こ
と
の
で
き
る
機
会
を
持
っ
た
。
そ
の
中
で
は
民
族
教

育
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
在
日
コ
リ
ア
ン
の
人
権
諸
問

題
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
韓
国
で
も
深
刻
化
す
る
移

住
労
働
者
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
韓
日
に
共
通
す
る

多
民
族
・
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て

も
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
八
月
に
は
韓
日
市
民
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
韓

国
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
も
成
功
裏
に
終
え
、
ま
た
東
ア
ジ

ア
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
功
に
向
け
て
も
当
セ
ン

タ
ー
が
重
要
な
役
割
を
発
揮
し
た
。

　
韓
日
Ｎ
Ｇ
Ｏ
交
流
の
分
野
で
は
、
こ
れ
ま
で
連
携
を

持
っ
て
い
る
日
朝
日
韓
連
帯
大
阪
連
絡
会
議
（
ヨ
ン
デ

ネ
ッ
ト
）
な
ど
を
中
心
に
し
て
、
日
韓
労
働
運
動
連
帯
事

業
や
教
科
書
問
題
を
め
ぐ
る
日
韓
協
力
事
業
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
積
極
参
加
、
協
力
し
て
き
た
。
ま

た
一
〇
月
に
は
韓
国
で
北
朝
鮮
人
道
支
援
事
業
に
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
法
輪
和
尚
を
招
請
し
て
講

演
会
を
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
て
実
現
す
る
な
ど
、
北

朝
鮮
人
道
支
援
や
平
和
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
お
こ
な
っ
た
。

　
ま
た
外
国
人
労
働
者
問
題
に
つ
い
て
も
、
全
国
移
住

労
働
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
外
国
人
労
働
者
対
策
協
議
会

と
の
交
流
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
と
り
く
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
韓
国
と
の
交
流
関
係
を
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
と
同
時
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
韓

日
交
流
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
認
知
を
広
げ

る
こ
と
も
で
き
た
。

終
わ
り
に

　
以
上
、
簡
単
に
二
〇
〇
四
年
度
の
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
の
活
動
を
、
事
業
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
た

が
、
三
つ
の
団
体
が
一
つ
に
な
っ
て
出
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
が
推
進
し
て
き
た
事
業
を
継
承
し
な
が
ら
も
、

三
つ
の
団
体
の
持
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
が
、

よ
り
積
極
的
な
意
味
で
干
渉
し
、
融
合
し
あ
い
な
が
ら
、

コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
事
業
が
拡
大
発
展

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
事
業
が
拡
大
す
る
一
方
で
、
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
支
持
、
支
援
し
て
く
だ
さ
る

会
員
、
賛
助
者
を
ど
の
よ
う
に
広
く
集
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
拡
大
す
る
事
業
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
取
り

扱
う
情
報
量
の
増
加
を
ど
の
よ
う
に
十
全
に
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
、
よ
り
民
主
的
な
論
議
と
意
思
決
定
の
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
る
の
か
、
な
ど
課
題
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。

　
し
か
し
二
〇
〇
四
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
て
言
え
る

の
は
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
た
ち
に
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
が
必
要
と
感
じ
ら
れ
、
ま
た
期
待
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
の
責
任
は
そ
う
し
た
期

待
と
必
要
性
に
答
え
な
が
ら
、
在
日
コ
リ
ア
ン
社
会
、
日

本
社
会
、
朝
鮮
半
島
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ

た
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
形
に
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
う
し
た
思
い
を
も
っ
て
、
二
〇
〇
五
年
度
も
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う

コリアＮＧＯセンター設立を伝える
2004年３月27日付け毎日新聞

コリアＮＧＯセンター設立一周年を迎えて

総
会
で
承
認
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
度
活
動
報
告
・
収
支
決

算
書
、二
〇
〇
五
年
度
活
動
計
画
・
予
算
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。


